
宮ケ瀬湖周辺地域活性化に向けた宮ケ瀬湖湖面利用（フィッシング）の実現に係る

サウンディング型市場調査実施要領
１　サウンディング型市場調査の実施にあたって
　　「サウンディング型市場調査」（以下「調査」という。）とは、公民連携による事業の
構築や見直しの検討に当たり、民間事業者（企業・NPO法人等）から広く意見・提案を求
め、市場性の有無や民間のアイデア等を把握するために実施する調査です。
２　調査の目的
宮ヶ瀬湖周辺市町村（相模原市、愛川町及び清川村）では 、宮ヶ瀬湖周辺地域のより一層の観光振興に向け、関係機関（国、県、公益財団法人宮ヶ瀬ダム周辺振興財団）とともに、日本で最も環境に配慮した湖面利用（フィッシング）の実現性について検討しています。
事業の検討・推進にあたり、実施手法、運営手法、収支見込等について民間事業者の
皆様から幅広いご意見・ご提案をいただきたく調査を実施いたします。
３　宮ヶ瀬湖の状況
（１）経過
	時期
	内容

	1969(昭和44)年
	建設省、ダム計画を発表

	1977(昭和52)年
	水源地域対策特別措置法に基づくダム指定(公示）

	1980(昭和55)年
	水源地域整備計画の決定(公示、振興計画として実施）

	1986(昭和61)年
	宮ヶ瀬虹の大橋開通

	1987(昭和62)年
	宮ヶ瀬ダム本体建設工事に着手

	1992(平成4)年
	宮ヶ瀬ダム貯水池周辺地域整備基本計画の策定

	
	財団法人宮ケ瀬ダム周辺振興財団設立

	1998(平成10)年
	宮ヶ瀬湖満水(誕生）、宮ヶ瀬湖憲章の制定

	
	宮ヶ瀬やまなみセンター、カヌー場完成

	1999(平成11)年
	宮ヶ瀬湖畔園地、水とエネルギー館

	2000(平成12)年
	鳥居原園地設置

	2001(平成13)年
	宮ヶ瀬ダム本格運用開始

	2002(平成14)年
	あいかわ公園供用開始

	2009(平成21)年
	工芸工房村開館

	2016(平成28)年
	みやがせミーヤ館開館


（２）宮ヶ瀬湖の重要なコンセプト「宮ヶ瀬湖憲章」
宮ヶ瀬ダムの建設にあたっては、湖周辺の森や草花の再生、ビオトープ（生物生息空
間）の整備など、自然の復元と創造が計画的に行われました。

この美しい自然環境を次の世代へ残し、宮ヶ瀬ダムの水質を守っていくため、国土交
通省・神奈川県・関係町村・地域代表者・自然保護団体・学識経験者からなる宮ヶ瀬湖
憲章制定委員会は、「宮ヶ瀬湖憲章」を制定しました。
　宮ヶ瀬湖周辺地域のより一層の観光振興に向け、日本で最も環境に配慮した湖面利用
（フィッシング）の実現には、地域の自然を自主的に守るためのルールである「宮ヶ瀬
湖憲章」を踏まえることが重要です。
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宮ヶ瀬湖は、長い年月をかけ、多くの人々の努力によってつくられ、水道用水、水力
発電への利用や相模川・中津川周辺を洪水から守るなど、安全で豊かな生活を支えてく
れるダム湖です。

こうした恵みには、ダム建設のため、先祖代々住み続けた土地や家が湖底に沈むこと
となり、移転を余儀なくされた人々や失われた豊かな自然がありました。

ダム建設にあたっては、人や動植物にできる限り快適なものになるように、自然の再
生が図られました。

周辺の自然は、貴重な水源として、生き物を育む場として、また、安らぎと憩いの場としても大切です。

私たちは、周辺の自然を大切にし、守り、育て、利用し、次の世代に伝えていくこと
を誓い、ここに宮ヶ瀬湖憲章を定めます。

1 清らかな宮ヶ瀬湖の水を、みんなで大切にしよう。

1 美しい宮ヶ瀬湖周辺を、みんなで守ろう。

1 宮ヶ瀬湖周辺の自然を、みんなで育て利用しよう。

1 宮ヶ瀬湖の意義・歴史を忘れずに、みんなで後世に伝えよう。

平成10年4月29日制定

宮ヶ瀬湖憲章制定会議
（３）宮ヶ瀬湖周辺３拠点における施設利用者数の推移　　　　　　　　　　　　　　　（人）
	年度
	宮ヶ瀬湖畔地区
	ダムサイト地区
	鳥居原地区
	合計

	平成30年度
	653,436 
	793,753
	145,238
	1,592,427

	令和元年度
	586,350
	722,445
	122,739
	1,431,534

	令和２年度
	268,826
	432,348
	78,220
	779,394

	令和３年度
	395,206
	429,772
	77,889
	902,867


※出典：宮ヶ瀬ダム周辺振興財団「周辺３拠点における施設利用者数の推移」
　　
　ダム湖利用者総数の第1位は宮ヶ瀬ダム
　　　令和元年度年間利用者数の推計結果によると、年間利用者数の最も多いダムは宮ヶ
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瀬ダムであった。


　　　※出典：国土交通省河川局「令和元年度河川水辺の国勢調査結果」
（４）湖面利用の状況
　　ア　利用区分・利用内容
　　　○　湖面遊覧利用
　　　　　遊覧船みやがせ２１の運行
　　　○　湖面スポーツ・レクリエーション利用

　　　　　宮ヶ瀬湖カヌー場の係船設備を使用したカヌー（競技・練習）、漕艇（練習）、
レクリェーションカヌーの利用
ローボートの係船設備を使用したローボートの湖面散策
　　　○　親水池教育学習利用
　　　　　親水池のカヌー係船設備を使用したカヌー教室及び自然観察（動植物）
　　　○　親水池リラクゼーション利用
　　　　　親水池内に設置された清川村噴水設備を、ふれあい、癒し及び安らぎの場とし
て活用
　　イ　利用者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）
	年度
	利用者数

	
	湖面遊覧利用
	湖面スポーツ・
レクリエーション利用
	親水池教育学習利用
親水池ﾘﾗｸｾﾞｰｼｮﾝ利用

	平成30年度
	21,132
	5,732
	4,008

	令和元年度
	17,034
	4,406
	3,092

	令和２年度
	11,654
	3,312
	1,071

	令和３年度
	7,687
	4,830
	781


（５）宮ヶ瀬湖の魚類について
　　　平成２９年度河川水辺の国勢調査で確認されている魚類は、次のとおりである。
　　　スナヤツメ類、コイ、アブラハヤ、ウグイ、ニゴイ、カマツカ、ドジョウ、
ワカサギ、アメマス、タイガートラウト、アユ、ヒガシシマドジョウ、アカザ、
ニッコウイワナ、サクラマス（ヤマメ）、カジカ、ボウズハゼ、オオヨシノボリ、
ニジマス、ブルーギル、コクチバス、オヤニラミ
　　　※　このうち国外由来の外来種は、ニジマス、ブルーギル、コクチバスなどであり、
オオクチバスについては、平成２９年度河川水辺の国勢調査では確認されていな
いが、別途実施されている外来種駆除調査では少数が捕獲されている。
※出典：国土交通省関東地方整備局
「第29回関東地方ダムフォローアップ委員会宮ヶ瀬ダム定期報告書の概要」
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000800180.pdf
国土交通省「平成２９年度河川水辺の国勢調査結果の概要(ダム湖版) 」
４　宮ヶ瀬湖湖面利用（フィッシング）の前提条件
　　国、県、愛川町、清川村及び津久井町（現相模原市）による協定で次のとおり定めて
いる。
（１）湖面利用の区域



（２）湖面利用（フィッシング）について
　　　ローボードの係船設備を使用したローボートによるフィッシングとする。また、撒餌・餌釣りは禁止とするが、餌釣りはワカサギ釣りに限って、１２月～２月の３ヶ月間は可とする。
　　　一方、現在ある係船設備は、遊覧船、競技に用いるカヌー及び漕艇のみの利用に制
限されていることから、現状ではローボートの使用ができない状況となっている。

　　　宮ヶ瀬湖は、洪水期、非洪水期で１０メートルの水位変動のある人造湖であり、こ
れに対応した係船施設（浮き桟橋）やローボート（釣り船）の整備が必要となる。
また、宮ケ瀬湖は一部を除き湖岸が大変急峻で危険なために、ダム管理者が許可し
た場合を除き、立ち入りが禁止されている。

５　宮ヶ瀬湖湖面利用（フィッシング）の課題
（１）既存湖面利用との関係
　　　現在湖面利用として、遊覧船のほか、カヌー場からのカヌー、ボートの団体利用が
ある。ローボートの釣りを実施する場合、釣り船と他の湖面利用との利用区域の調整
が必要となる。
（２）釣り船の監視と保護区域
　　　４（１）のとおり利用制限されている区域があり、釣り船を立ち入らせないことや、
釣り人に撒餌を行わせないことの監視が必要となる。

（３）危険回避・リスク管理について
　　　宮ケ瀬湖は一部を除き、湖岸が大変急峻で危険なところが多く、一望性にも乏しい。
危険回避・リスク管理の体制等を構築する必要性が考えられる。　　
（４）法律、条例等による規制について
　　ア　河川法
　　　　係船設備の設置に伴い、河川区域を占用する場合は、河川管理者の許可が必要で
ある。

　　イ　神奈川県立宮ケ瀬湖カヌー場条例
　　　　条例に規定する設置目的にそぐわないため、宮ケ瀬湖カヌー場の桟橋等を釣り船
が利用することはできない
ウ　神奈川県立宮ケ瀬湖集団施設地区及び鳥居原園地条例
係船設備の設置等に伴い、宮ケ瀬湖集団施設地区及び鳥居原園地内の全部又は一
部を独占して使用する場合や、フィッシングの運営等に伴い、物品の販売行為等を
行う場合は知事の許可が必要である。
　　エ　神奈川県立自然公園条例
係船設備の設置等に伴い、工作物の新築等を行う場合は、知事の許可が必要であ
る。
オ　神奈川県漁業調整規則、神奈川県内水面漁場管理委員会指示、特定外来生物による
生態系等に係る被害の防止に関する法律（外来生物法）
（ア）神奈川県漁業調整規則
次の事項が定められている。（漁業調整規則は、漁業権が設定されていない水面や
放流した水産動物に対しても広く適用される。）
　　　　・水産動物ごとに採捕してはいけない時期やサイズ
・水産動物を採捕する際の漁法の制限

・水産動物を採捕する際に知事の許可が必要な漁法
・ブラックバス類（オオクチバス、コクチバス）とブルーギルの移植禁止
　　（イ）神奈川県内水面漁場管理委員会指示
委員会は漁業法に基づき、漁業調整上必要と認めるときは、関係者に対し指示を出
すことができる。
現在出されている委員会指示のうち、宮ケ瀬湖に関係するもの

　　　　　→ コクチバスの生体持出しと再放流の禁止
　　　　　→ コイの放流等の制限（コイヘルペスウイルス病の陰性確認等が必要）
　　（ウ）外来生物法
　　　　特定外来生物に関する規制（ブラックバス類とブルーギルは生体持出しと移植）
６　対話内容
　　「４　宮ヶ瀬湖湖面利用（フィッシング）の前提条件」及び「５　宮ヶ瀬湖湖面利用
（フィッシング）の課題」を踏まえて、主に次の項目について、実現可能なご意見・ご
提案をお聞かせください。
併せて宮ヶ瀬湖湖面利用（フィッシング）の優位性や潜在的可能性、事業推進・運営
上の想定される課題・問題点など、今後の検討において参考となる事項についてもお聞
かせください。
（１）主な対話内容
	ア　宮ヶ瀬湖湖面利用（フィッシング）について

	
	（ア）湖面利用（フィッシング）について、どのような可能性を感じますか。

	
	（イ）湖面利用（フィッシング）が実現した場合、どの程度集客が見込まれると思いますか。

	
	（ウ）日本で最も環境に配慮した湖面利用（フィッシング）とするために、どのような運営方針が必要だと思いますか。

	イ　実施手法について

	
	（ア）日本で最も環境に配慮した湖面利用（フィッシング）を実現させるための事業イ
メージはどういったものですか。

	
	（イ）そのうえで、どういった施設・設備等の整備が必要でしょうか。また、周辺の施設や機能も含めた一体的な利活用について、アイデアがあればお聞かせください。

	
	（ウ）放流は必要だと思いますか。また、どのような魚種が適していると思いますか。

	ウ　事業運営について

	
	（ア）初期投資、年間事業費・維持管理費等、収支見込についてお聞かせください。
　　　（収入／支出は、何にどの程度想定されますか）

	
	（イ）事業運営について、どのような事業主体が運営することが望ましいか。また、安
定した事業運営に向けたアイデアがあればお聞かせください。

	
	（ウ）独立採算で運営するための考え方・アイデアについてお聞かせください。

	エ　課題・問題点について

	
	（ア）日本で最も環境に配慮した湖面利用（フィッシング）とするためには、どういっ
た課題があるとお考えですか。また、その課題の解決ついて、アイデアがあれば
お聞かせください。

	
	（イ）ローボートでのフィッシングの場合、カヌーなど既存湖面利用との調整や危険回
避のためのローボートの監視、河川占用許可といったことが課題であると考えて
います。これらの課題の解決についてアイデアがあればお聞かせください。

	
	（ウ）水資源・水質環境に与える影響等について考えられることはあるかお聞かせくだ
さい。

	
	（エ）このほかに、湖面利用（フィッシング）を実施する場合に想定される課題や問題
点があればお聞かせください。また、その解決に向けたアイデアもお聞かせくだ
さい。


（２）対話の進め方
　　　対話の際には、「６（１）主な対話内容」に沿って、実現可能なご説明・ご提案をお
願いいたします。その後、市側から質問し、または参加者からの質問に対して回答さ
せていただく形式で対話を実施いたします。一部お答えいただけない項目・内容があ
っても構いません。

なお、必要に応じて、対話実施後に追加対話（書面による対話を含む。）等を実施さ
せていただく場合がありますので、ご協力をお願いいたします。
７　スケジュール
	内　　　容
	実　施　時　期

	対話実施の公表
	令和５年２月２２日（水）

	事前説明会・事前対話の
申込期限
	令和５年３月１６日（木）午後５時まで

	事前説明会の開催
	令和５年３月２３日（木）午前１０時から午前１１時まで　

	事前対話の開催
	令和５年３月２３日（木）事前説明会終了後

	対話参加の申込み
	令和５年３月２４日（金）から４月２８日（金）まで

	資料提出
	対話実施日の５営業日前まで

	対話の実施
	令和５年５月１８日（木）、１９日（金）、２３日（火）、
２４日（水）のいずれか

	結果の公表
	令和５年７月（予定）


８　対話までの流れ

（１）事前説明会の開催

　　　事業概要及び対話の趣旨について、事前の説明会を開催いたします。

　　　参加を希望される方は、別紙１「事前説明会参加申込書」に必要事項を記載し、Eメ
ールへ添付の上、申込期限までに下記申込先へお申し込みください。

　　　※事前説明会への出席は対話参加の必須条件ではありません。

【日　　時】令和５年３月２３日（木）午前１０時から午前１１時まで
【場　　所】県立宮ヶ瀬やまなみセンター本館１階研修会議室
　　　　　　神奈川県愛甲郡清川村宮ヶ瀬940-4
【申込期限】令和５年３月１６日（木）午後５時まで
【申込先】相模原市　市長公室　観光・シティプロモーション課
　　　　　　pr@city.sagamihara.kanagawa.jp
（２）事前対話の実施
　　　より具体的な「（５）対話の実施」に向け、市等の考え方についての質問や提案の検
討に係る事前相談等を個別にお受けするものです。

なお、事前説明会への出席は、事前対話参加の必須条件ではありませんが、事前説
明会にて共通事項等の説明を行いますので、併せてご参加くださいますようお願いし
ます。
事前対話への参加を希望する場合には、別紙２「事前対話申込書」に必要事項を記
載しEメールへ添付の上、申込期限までに下記申込先へお申し込みください。

※事前対話への出席は対話参加の必須条件ではありません。
【日　　時】令和５年３月２３日（木）事前説明会終了後
　　　（事前対話参加の申込み後、別途調整いたします。）
【場　　所】県立宮ヶ瀬やまなみセンター本館１階研修会議室
　　　　　　神奈川県愛甲郡清川村宮ヶ瀬940-4
【申込期限】令和５年３月１６日（木）午後５時まで
【申込先】相模原市　市長公室　観光・シティプロモーション課
　　　　　　pr@city.sagamihara.kanagawa.jp
（３）対話参加の申込み

　別紙３「エントリーシート」に必要事項を記載しEメールへ添付の上、申込期間中
に下記申込先へお申込みください。
【申込期間】令和５年３月２４日（金）から令和５年４月２８日（金）まで
【申込先】相模原市　市長公室　観光・シティプロモーション課
　　　　　　pr@city.sagamihara.kanagawa.jp
（４）資料提出

　　　任意様式により提案内容に関する資料をご作成いただき、Eメールに添付の上、提出
期限までに下記申込先へご提出ください。

【提出期限】対話実施日の５営業日前までとします。
【申込先】相模原市　市長公室　観光・シティプロモーション課
　　　　　　pr@city.sagamihara.kanagawa.jp
（５）対話の実施
　　　知的財産保護の観点から、対話は個別に実施いたします。
【日　　時】令和５年５月１８日（木）、１９日（金）、２３日（火）、２４日（水）
のいずれか（対話参加の申込み後、別途調整いたします。）
【場　　所】県立宮ヶ瀬やまなみセンター本館１階研修会議室
　　　　　　神奈川県愛甲郡清川村宮ヶ瀬940-4
　　　【実施方法・対話内容等】　「６　対話内容」をご確認ください。

９　留意事項

（１）対話及び対話内容の取扱いについて
　　　対話への参加実績は、事業者公募における評価の対象となりません。

対話内容は、今後の検討の参考とさせていただきます。但し、双方の発言とも、あ
くまでも対話時点での想定のものとし、何らの約束をするものではないことをご了承
ください。

（２）対話に関する費用の負担について
　　　対話参加に要する費用は、提案者の負担とします。

（３）実施結果の公表について
　　　対話の実施結果については、概要をホームページ等で公表いたします。

　　　公表にあたっては、提案者の名称及び知的財産に係る内容は原則として公表いたし
ません。また、公表内容はあらかじめ提案者に対し確認を行います。

　　※「相模原市情報公開条例」その他関係法令の規定に従い、情報公開の対象となる場
合があります。
（４）参加除外条件について

　　　次のいずれかに該当する場合は、対話に参加することはできません。
　ア　神奈川県暴力団排除条例（平成22年神奈川県条例第75号）に第2条第4号に規定する暴力団員等、同条第5号に規定する暴力団経営支配法人等又は第9条に規定する暴力団員等と密接な関係を有する（法人にあっては、その役員（業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。）が暴力団員等と密接な関係を有する）と認められる者
　イ　神奈川県暴力団排除条例第23条第1項又は同条第2項に違反している事実がある者

10　参考
　　ぐるり宮ヶ瀬湖（公益財団法人宮ヶ瀬ダム周辺振興財団（公式ホームページ））
　　https://www.miyagase.or.jp/
11　問合せ先

連絡先：相模原市　市長公室　観光・シティプロモーション課
所在地：相模原市中央区中央2-11-15　相模原市役所本庁舎本館３階
電話番号：０４２―７６９―８２３６
FAX：０４２―７５３－７８３１
E-mail：pr@city.sagamihara.kanagawa.jp
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